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	R&D推計における基礎統計の変更について
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	　DBJ「研究開発費（実績）」を用いた第一次年次推計（現行）と、短観「研究開発投資額（実績）」を用いた第一次年次推計値（試算）について、第二次年次推計（SRD使用）への改定差を比較したところ、2017年及び2018年については、短観を利用した方が改定差が小さい結果となった。�　　　
	　DBJ「研究開発費（計画）」を用いた場合（現行）と、短観「研究開発投資額（実績）」を用いた場合（試算）について、QEから第一次年次推計への改定状況を比較（QEについては翌年度7-9月期1次QEの計数、第一次年次推計は同2次QEの計数を使用）したところ、試算の方が現行よりもQEから第一次年次推計への改定が小さい結果となった。
	　DBJ「研究開発費（計画）」を用いた場合（現行）と、短観「研究開発投資額」を用いた場合（試算）について、最初のQEから第一次年次推計への前年同期比の改定状況を比較したところ、総じてみれば試算の方が改定差は小さいが、期によってバラツキはある。�　なお、短観を用いる場合、四半期ごとに計画値が更新されるたびに、QEに取り込むことが可能であり、第一次年次推計値に向けて総じて徐々に接近していくことが期待される。
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